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 平成29年12月期決算概要

• 売上高1,385百万円（前期比21.2％増）営業利益219百万円（前期比40.4％増）

• 証券システム事業において新規顧客との取引が順調に拡大

• 「Fintech」の取組みを実施、仮想通貨のシステム開発・サービス提供を開始

平成29年12月期

決算説明会レポート

株式会社トレードワークス

 強み・成長戦略

• 自社開発による「低コスト・オールインワン・高カスタマイズ性」が強み

• 優秀なエンジニアとその育成施策

• 新商品の開発、ユーザー層の拡大、国際ブランドの確立にむけた取組み

 会社概要・事業内容

• 証券・FX業界のお客様に、インターネット取引システム、ディーリング・トレー

ディングシステム、不公正取引監視システムなどのソリューション提供事業を展開

• ISV（Independent Software Vendor）として、東京証券取引所などに認定登録

 平成30年12月期業績予想

• 売上高1,983百万円（前期比43.1％増）営業利益378百万円（前期比72.7％増）

• 既存顧客からの大型案件受注により大幅増収、大幅増益、営業利益率は13.6％→15.8％へ



2017年12月期 決算説明会レポート

まず、弊社の概要でございます。弊社は、特に金

融業界、証券会社がメインになりますが、証券会

社のトレーディングシステム、ディーリングシス

テム、いわゆる取引システムと、それから、不公

正取引、インサイダー取引等の監視を行うような

仕組みを提供して、他にも後ほどご説明させてい

ただきますが 、FXやネットワークセキュリティの

事業もございます。

私どもの沿革ですが、1999年1月8日に設立いたし

ました。それから2007年、子会社（ワークステク

ノロジー株式会社）をつくりまして、コモディ

ティとFX の事業を行う、というような事業展開を

してまいりました。2010年にオンライントレード

の仕組みを証券会社さんにご提供している事業を

行っておりまして、その後ネットワークのセキュ

リティを金融事業では強化しなくてはいけない、

ということでセキュリティ事業を新設いたしてお

ります。また、子会社につきましては、証券業務

と同等のシステム構成、というのが多くなってき

たものですから、2016年4月解散（同年9月清算結

了）及び事業の継承の経緯をたどっております。

1. 会社概要・事業内容

本日はお忙しい中、弊社決算説明会にお集まりい

ただきまして、誠にありがとうございます。株式

会社トレードワークスは、12月が本決算でござい

まして、平成29年12月期決算を、これからご説明

させていただきます。よろしくお願いします。
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弊社の事業でございますが、売上の9割近くが、証

券会社向けのシステムの開発ということになりま

す。それと FX システム事業が10％、セキュリ

ティ事業が、大体売上高4,000万円前後で推移して

いるという状況でございます。

1. 会社概要・事業内容

今期20年目ですが、取引所のISV（インデペンデン

トソフトウエアベンダー）ということで、TOCOM

（東京工業品取引所）、それと当時、東証がまだ

そういう制度がなかったものですから、東証が制

度を施行した後に、東証の ISVに認定登録いただ

いております。
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29年度の決算概要でございますが、昨年12月期、

売上が13億8,500万円、営業利益が2億1,900万円と

いう結果になりました。それぞれ前年比、売上が

21.2％増、営業利益が40.4％増ということになりま

す。特に証券システム事業が、既存顧客に加えて

新規のお客さまとの取引が拡大いたしました。私

どもとしては、近年、フィンテック分野、特に IT

に特化した部分ですが、ブロックチェーンの研究

や、AI の研究というものを踏まえまして、その辺

の事業展開が評価されて、仮想通貨のシステムを

提供もしています。この事業に関しては、今後、

仮想通貨というテーマではなくて、ブロック

チェーンや、そういった形で、テクニカルには今

後も追加していくという姿勢でおります。今期の

計画は、売上高19億8,300万円、営業利益3億7,800

万円、売上高については、約4割増を予想しており

ます。これは特に昨年度より開発を手掛けており

ます大きなプロジェクトにより、上期にそのリ

リースを迎えることで、売上額が大きく伸びる予

定でございます。

2. 平成29年12月期決算概要

損益計算書ですが、前々期と前期の売上を見てみ

ますと、比較して約21％増、営業利益が約40％増、

純利益が約28％増という形で推移いたしておりま

す。
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当期のキャッシュ・フローでございますが、特に

財務活動によるキャッシュフローが大幅増となっ

ております。これは先ほどもご説明させていただ

きましたが、公募増資等による新株発行によるも

のでございます。

本年度（平成30年）の業績予想でございますが、

先ほども申し上げた通り、売上計画が19億8,300万

円と、前期に比べて43％増を見込んでおります。

営業利益は3億7,800万円、これは72％ほどの増を

予定しております。これに関しては、先ほど申し

上げた通り、大型案件のリリースが鍵になる、い

うのが大きいということです。私ども、自社で全

て製品を作っており、従来はパッケージとして提

供する場合が多かったのですが、現在は、データ

センターでのサービスという形態に移行しており、

このサービスにつきましても、製品自体は流用で

きる部分が多くなっております。20年前からオブ

ジェクト指向で製品は作っており、また各ロジッ

クも部品化が進んでおりまして、それを組み合わ

せ、新しいサービスの仕組みを構築しております。

貸借対照表でございますが、現預金が非常に多く

なっておりますが、これは昨年IPOをした関係で公

募増資等の新株発行によるものでございます。

2. 平成29年12月期決算概要

3. 平成30年12月期業績予想
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先ほど申し上げた通り、システム知識と証券知識

の両方持っているエンジニアを育成してきている

ということが、私どもの強みではないかと思って

います。

弊社の強みでございますが、ここ20年、専門的な

業務知識を持っているエンジニアを育成してまい

りました。仕様書を作成し、さらに詳細を作る、

それを確認しながらエンジニアが開発する、と

言った一般的な工程は無駄な業務が多い開発手法

として捉えております。エンジニアが目的を理解

していれば、作るエンジニア自体が問題点を理解

し、非常にスピーディーに製品開発を進めること

ができます。スピーディーに作るということは、

コストもあまりかからずに作ることができます。

そういった製品を、専門的な知識を持ったエンジ

ニアが、全て自社内で作っております。社内で作

るということは、他社に製品を提供する際、カス

タマイズがすぐにできる、更に楽にできるような

仕組みを構築してまいりました。

4. 成長戦略

さらに金融系のセミナーや、もちろん技術的なセ

ミナーに関しても、積極的に参加をしておりまし

て、そういったセミナーに参加したエンジニアが、

社内でのレビューを行っておりまして、それに

よってエンジニアのノウハウが高まっていること

が、また私どもの強みでもあります。
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今後は、フィンテック分野の研究をエンジニアも

非常に興味を持っておりまして、新規機能、新し

い製品を作っていく予定でございます。ハブのプ

ロテクトキー、ハブシステム以外にも、仮想通貨、

年金、保険、そういったものに対しても、今後は

どんどんエンジニア自体が業務を吸収して、成長

していってくれるものと期待しております。

あとは、私どもと関連する金融系の例えば情報ベ

ンダーや、業務系を行っているシステム会社、そ

ういった会社とも、今後さらに提携を深めていき

たいというふうに思っております。特にアジア圏

に関しては、今、エンジニアの受け入れ等も含め

て、これからアジアの金融市場に向けて製品が

作っていけたらなというような状況で、今、準備

をすすめております。

以上が昨年度、私どもの会社の状況でございます。

ありがとうございました。

私どもの成長戦略としては、ものをつくるエンジ

ニアというのが一番大事だというスタンスでおり

まして、優秀なエンジニア、ものをつくる人間が

増えていけば、お客さまに、いいものを早く提供

できる、といった基本姿勢でエンジニアを育てて

おります。それによって製品の競争力が高まり、

お客さまの競争力も高まり、それでお客さまの満

足度も高まって、売上も増加して、更にエンジニ

アを育てるという循環を目指しております。

4. 成長戦略
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